
「考え、議論する道徳」の充実を目指した授業づくり
西部教育局
お役立ち情報
令和５年１２月号

１１月９日に行われた「道徳教育研究協議会」では、文部科学省初等中等教育局
教育課程課の堀田竜次調査官より、公開授業の指導助言及び講義を通して、御指
導いただきました。内容の一部を紹介します。

発問から道徳的諸価値に迫る実践例【第２学年】
授業公開：境港市立境小学校 田中由香教諭

《教材名「黄色いベンチ」C-(12)規則の尊重》

（省略）

（省略）

《「特別の教科 道徳」の目標》

第1章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の目標に基
づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、
物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、自己の
（人間としての）生き方についての考えを深める学習を通
して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。

小・中学校学習指導要領 第三章 特別の教科 道徳

自己を見つめるとは？

「道徳的諸価値」（価値理解・人間理解・他者理解）につい
て、自分との関わりで捉え、考えを深めることで、自分の成長
を実感したり、課題や目標を見つけたりする「自己理解」へと
つながります。

道徳的諸価値とは？
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